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標津町教育委員会様主催で８名の方々に参加していただき開催！ 
◆１２月１２日、標津町教育委員会様の主催で、ご参加の皆様方に
「プログラミングを楽しく体験していただくこと」をメインに、体
験重視のプログラミング研修会を開催いたしました。お一人１台の
タブレット型 PC の iPad を持っていただき、実際に操作していた
だきながら研修を実施しました。お一人お一人に貸し出した iPad
は Wi-Fi 型ではなく、セルラー型ですので、Wi-Fi がつながらない
場所でもインターネットにつなぎ研修を実施できるものです。この
ことで場所を選ばず、例えばインターネットがつながりにくい場所
においても、「一人一台の環境」における学習の可能性を感じ取っ
ていただけます。 
◆ご参加の皆さん、お疲れさまでした。主催いただいた標津町教育

委員会様においては、山﨑教育⾧様や高田指導主幹様にもご参加いただき、自ら来春からのプログラミング教育を体験
しようとする姿勢に頭が下がる思いでした。大変ありがとうございました。研修会の概要は以下の通りとなっています。 

 
標津町プログラミング研修会の概要 

【場 所】 標津町役場 会議室 

【日 時】 2019 年１２月１２日(木)午後４時０0 分～５時３0 分 

【参加者】 標津町立標津小学校 ２名  標津町立川北小学校 １名                                       

標津町教育委員会  ５名            合計８名 

【内 容】 

・プログラミング教育の授業づくり 

・プログラミング教育の教材について 

 
◆新年度から新学習指導要領における新しい教科書になります。根室管内では、算数も理科も東京書籍の教科書となりま

す。今回の研修会では、東京書籍のサイトに掲載されている情報をもとに、講座を組み立てさせていただきました。各
学校の教育課程は各学校で子供たちや地域等の実態に基づき、編成するものとなっています。その教育課程を編成する
際、重要となるものが子供たちの使用する教科書です。使用する教科書において、プログラミング教育がどのように位
置づいているのかを理解しておくことが大切となります。 

◆講座の最初には、算数５年生「正多角形の作図」を東京書籍のサイトからリンクしている「プログル」を使用して、参
加者の皆さんに実際に体験していただきました。できるだけ説明を省きながら参加者の皆さんが試行錯誤しながら、子
供に戻った感覚で操作体験していただきました。 

◆講座の２番目には、理科６年生「電気の利用」について行いました。東京書籍の教科書では MESH（メッシュ）という
教材を使用していますが、今回の講座では micro:bit（マイクロビット）というイギリスで開発された小型の電子基盤を
もとに研修を行いました。この micro:bit に人感センサーを接続し、人の動きを感知したら、明かりが点灯するという
プログラムを作成し、豆電球の点灯実験を行いました。やはり、自分の力でプログラムを作成し、人の動きを感知して
豆電球が点灯するという体験はとても貴重だったようです。 

主催：標津町教育委員会様 

新しい教科書に基づいたプログラミング研修会の開催 
 

・発 行:中央コンピューターサービス株式会社 
・発行日:2019 年１２月２０日 



◆研修会終了後、ご参加の皆様方に今回の研修会について簡単なアンケートに答えていただきました。「今回の研修会は
楽しくできましたか」と「今回の研修は今後の実践に参考になりましたか」の結果は、下のグラフのようになりました。
アンケートに答えていただいた６名中５名の方々が「楽しくできた」「まあまあ楽しくできた」、「参考になった」と答え
てくださりました(２名の方は、急用ができたためアンケートには答えることができませんでした)。残念ながら、お一
人の方は「あまり楽しくなかった」「あまり参考にならなかった」と答えています。その原因は、日ごろスマホ等の ICT
機器に触れる機会が少なく、今回の ICT 機器等の操作に不慣れのため大変難しく思われてしまいました。大変申し訳な
く思うとともに、今後の研修会の持ち方の教訓とさせていただきます。限られた時間の中で、いかに楽しく、わかりや
すく研修会を組み立てていくのかを念頭に改善していきたいと思います。 

 

「実際に教材に触れることができて参考になりました」 

◆アンケートには、自由記述の欄も設け、様々なご意見
等をいただきました。その全ての回答が下の通りとな
っています。ご覧いただけばお分かりのように、こち
らの方は「マイクロビットの使い方がわかってよかっ
たです」「実際に教材を使った研修だったため参考に
なりました」など、やはり体験型の研修会に対して大
変好意的な記述が並びました。その反面、上記でも触
れさせていただきましたが、「操作に慣れず、難しかっ
た」という方もいらっしゃいましたので、限られた時
間の中で実施する体験型のマイナス面もご指摘があ
りましたので、今後の改善点とさせていただきます。 

 

今後とも参加者の皆様のご期待に沿えるように努力して参ります 

◆「今後どのような研修に参加してみ
たいですか」という質問に対しては、
「プログラミング教育の実践例」が
一番多く参加者の半数４名の先生方
が選択しています。やはり、新学習指
導要領の来春実施を控え、より実践
的な研修を期待されていることが伝
わってきます。今後、より充実した、
そして現場の先生方のニーズに即し
た研修会になるように努力させてい
ただきます。標津町教育委員会並び
にご参加の皆様方ありがとうござい
ました。 

【参加者のご意見・ご感想】 

１ ありがとうございました。 

２ マイクロビットの使い方がわかってよかったです。 

３ マイクロビットの使い方がわかって良かったです。これから研修を重ねます 

４ 実際に教材に触れることができて参考になりました 

５ とても操作が慣れず、難しかったです！ 

６ 実際に教材を使った研修だったため参考になりました  


